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２学期が始まりました。始業式では、元気な子どもたちと再会することができ、大変嬉しく思い

ました。全員で校歌を合唱した後、私は読書について話をしました。読書をすると、新しい知識を

身に付けることができ、自分の世界を広げることができるという内容です。 

私自身、この冬季休業中に３冊の本を読みました。松下幸之助著『夢を育てる』、吉田兼好の

『徒然草』、そしてパースで購入した宇沢弘文著『人間の経済』です。それぞれの本が、今の私に

必要な気づきや新たな考え方を与えてくれました。 

実は、私は子どもの頃、読書が好きな子どもではありませんでした。野原を駆け回ったり、山で

秘密基地を作ったり、川で魚を捕まえたりして遊ぶことが大好きで、家の中でじっと本を読むのは

苦手でした。 

そんな私が何度も繰り返し読んだ本があります。小学校に入学する前後に母が買ってくれた『カ

ロリーヌのせかいのたび』です。金髪の少女カロリーヌが仲良しの動物たちと世界中を旅する物語

で、オランダの大きな丸いチーズ、ピサの斜塔、エスキモーが氷で作る家、カナダの雪の上で作る

メープルキャンディなど世界各地の文化や暮らしが描かれていました。私は「行ってみたい」「見

てみたい」「食べてみたい」と胸を躍らせながら、何度もその本を読み返しました。 

振り返ってみると、この一冊が私に「夢を持つこと」の楽しさを教えてくれたように思います。

「いつかパースで暮らしてみたい。仕事をしてみたい。」という夢は、４０年後に実現しました。

今、パース日本人学校で子どもたちと過ごすことができているのも、幼い頃に本を通して広い世界

を知ったことが、どこかでつながっているのかもしれません。 

一冊の本が、将来の夢や生き方につながることがあります。だからこそ、子どもたちにも素晴ら

しい本との出会いを大切にしてほしいと思います。学校でも引き続き読書を勧めてまいりますの

で、ご家庭でもぜひ、お子様と本や読書について話をする機会をつくっていただければ幸いです。 

さて、いよいよ運動会の練習が始まりました。子どもたちは毎日、City Beach Primary School の

子どもたちと一緒に、様々な競技や「南中ソーラン」の練習に励んでいます。英語でコミュニケー

ションを取りながら、仲良く練習する姿に、たくましさと成長を感じています。 

これから９月初めまで練習が続きます。ご家庭でも、水筒や帽子の準備、十分な睡眠など体調管

理へのご配慮をお願いいたします。また、欠席や遅刻につきましては、必ず担任または教職員へご

連絡くださいますようお願いいたします。ご理解・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 



 

 

 
 Kate Ellis さんの作品展示  

 来週は、自由参観週間となります。是非、子どもたちの学びの様子をご覧になっていただけたら

と思います。さて、もう一つご覧になっていただきたいものがございます。City Beach Primary 

Schoolで図書館司書をされている Kate Ellisさんが、芸術家であることを知りました。早速その

作品を子どもたちに鑑賞させたいと依頼したら学校に作品を持ってきてくださいました。事務室に

飾っておりますので、是非ご覧になっていただけたらと思います。 

 
スポゴミ（SPOGOMI）への参加 

 3・4学年児童が、3チームでスポゴミに参加しました。City Beachで3人１組のグループに別れ

ゴミ拾いをしてその種類や重さによってポイントを獲得していくアクティビティでした。社会科

でゴミの学習を行う子どもたち、この体験が深い思考や学びに繋がることでしょう。本校のチー

ムが、見事３位に入賞したようです。また、新たな体験学習ができました。学校でも普及できる

とよいですね。 

 

社会見学 

７月２９日（水）に小学部６学年から中学部３学年までの児童・生徒が、西豪州議会議事堂 とP

erth Mint に社会見学に行きました。これからの学習に繋がる学びを得ることができたようです。 

  

  
社会見学 

７月２４日（金）に５・６学年の児童が、INPEX Australia と在パース日本国総領事館 に社

会見学に行きました。子どもたちは、興味や関心をもってしっかりと話を聞くことができたようで

す。 

 
千葉大学の先生と学生が来校 

 ８月４日（火）に千葉大学教育学部の先生や学生、教育関係者など２2人が来校しました。子ど

もたちの学ぶ様子を参観した後、校長からの学校説明と情報交換を行いました。｢様々な体験活動

などが行われ、子どもたちが生き生きと学んでいる。子どもと先生方の距離が近く、個に応じた対

応がなされている｣などの感想を聞くことができました。｢来年も訪問したい｣と話してくれた先生

もいました。日頃の学習の成果を見ていただくことができた見学会でした。 


